
１０月４日（日） 運動会開催 

子どもたちが最高にがんばりました。 
１０月４日（日）に運動会を開催しました。今年は運動会をはさんで秋晴れの穏やかな天気が続

き、運動会の練習や前日準備が順調に進みました。運動会当日も本県「北部山沿い地方」は「北の

風 後 北西の風 晴れ 時  々 くもり」で、絶好の運動会日和になりました。 

本年度は、新型コロナウイルス感染症の影響で、人数制限や時間短縮を余儀なくされました。 

参加者については、多くの学校で保護者は２名まで等の制約がありましたが、本校は、極少人数

の学校であり、各ご家族間のテントの間隔を十分確保し、ご家族間の交流をできるだけ控えていた

だければ感染リスクを回避できるとの判断をしました。本県は野外イベントでの間隔を“できるだ

け２ｍ”としています。お子様のがんばる姿を間近で観覧したいとの思いはどの家庭も同じで、正

面付近にテントが多くなりましたが、感染症対策に留意してご観覧いただいていたようでした。 

たくさんの声援や拍手をもらって、子どもたち一人一人が一生懸命に競技したり演技したりしま

した。子どもたちの頑張る姿を十分にご覧いただけたものと思います。参加者の少ない中での運動

会でしたが、最高の発表ができていたと思っております。 

競技優勝は白団、応援賞は赤団でした。僅差の素晴らしい競い合いでした。運動会は競い合うこ

とによって子どもたちが大きく成長することに意義があります。“敗者”はなく、どちらも勝者と考

えています。運動会を通じて子どもたちは多くの体験をし、それぞれに自信を付け、一人一人成長

しました。その成果をこれからの生活の中に生かしてほしいと思います。 

運動会を開催するに当たりまして、保護者の皆様や地域の皆様、ＰＴＡ役員の皆様には、多大な

ご協力・ご支援をいただきました。誠にありがとうございました。 

   
１年生の表現 

「ＲＰＧばんばん」 
３・４年生の表現 

「Ｈａｐｐｉｎｅｓｓ」 
５・６年生の表現 

「前向きスクリーム」 

   
なぎなたの舞 「なぎなたの舞」の協力者 

ありがとうございました！ 
解団式後の全校児童 

 

 

令和２年度 高千穂町立押方小学校 学校だより １０月号 

 

 

TEL 0982-72-2239／ FAX 0982-72-2477 ／ URL https://cms.miyazaki-c.ed.jp/1802/ 



奉仕作業 ありがとうございました。 
 

９月１３日（日）に、本年度第２回目の奉仕作業をしていた

だきました。１０月４日（日）の運動会の開催に向けて、環境

整備をしていただきました。今回も新型コロナウイルス感染症

対策のために可能な限り「３つの密」を避けながら作業をして

いただきました。 

お陰をもちまして、運動会を含めて２学期以降の教育活動を

進める上で教育環境が整いました。 

地域の皆様や保護者の皆様におかれましては、ご多用の中、

誠にありがとうございました。 

 

「刈干切唄」体験活動 

全国的に有名な地元の民謡に親しみました。 
 

９月２６日（木）と１０月１日（木）の２日間、刈干切唄保

存会にご協力をいただき、３年生以上の学年を対象に、「刈干切

唄」体験活動を実施しました。講師として、藤﨑康隆様、興梠

則夫様にご指導をいただきました。背負子（この地方では俗に、

とうじんがり、とうじんがるい、などとも）に刈干しを背負い、

草刈り鎌を手にして、刈り干しの光景を演出していただきまし

た。子どもたちも背負子を背負う体験をしました。 

本校校歌の１番の出だしは「国見ヶ丘の朝日かげ」です。国

見ヶ丘には「刈干切唄発祥の地」との標柱も立っています。ふ

るさと高千穂、押方の伝統や文化に親しみ、そのよさを心に刻

んでほしいと思います。これからも地域性を生かした本校なら

ではの教育活動を創造していきたいと考えております。 

 

 

１０月の行事予定 

１０月 ４日（日） 

１０月 ５日（月） 

１０月１２日（月） 

１０月１４日（水） 

１０月１５日（木） 

１０月１６日（金） 

１０月２８日（水） 

第７４回 運動会 

振替休業日 

修学旅行顔合わせ会（町内の６年先生全員が高千穂小に集います） 

稲刈り（午前中）５・６年生 

校外学習（３年生）社会科学習でＡコープ見学 

いもほり（１年生） 

修学旅行（～３０日、６年）、むかばき集団宿泊学習（～２９日、５年） 

秋の遠足・弁当の日（１～４年） 

※ 新型コロナウイルス感染症等の影響で行事予定が変更になる場合があります。 

 

背負子に刈り干し 
（藤﨑康隆氏による指導） 

 
「刈干切唄全国大会優勝者」 
（興梠則夫氏による指導） 


